
        
            
                
            
        

    
学園のアイドル＆水泳部のエース、百合園薫（ゆりぞのかおる）の秘密がバレた!? 

榎本成太（えもとなりた）。彼に口止めするために薫が考えた作戦とは？ 

突飛（とっぴ）なヒラメキから始まる、激写ナイチチ純愛ストーリー！ 

 

「そうだ！　彼を下僕（げぼく）にしよう！」

  





  本書は、縦組みでレイアウトされています。 

  ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。 

  また、文中の敬称は省略させていただきました。 

  ご了承ください。
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　プールから上がった私に、皆の視線が集中した。 

　今日は終業式で帰宅時間が早いため、いつもよりギャラリーの数が多いようだ。男子生徒はもちろん女子生徒もたくさんいて、プールを囲うフェンスの外側に鈴なりになっている。 

　明日からはじまる夏休みにわくわくしながら帰宅を急いでいる生徒も、プールフェンスの前に集まった人だかりに足を止め、背伸びをして人垣の向こうを見ようとする。 

　彼女らの視線の先に存在するのはもちろん私だ。 

　私はプールサイドにすっと立ち、背中を反らした。焼け付くような夏の日差しが、スポットライトのように私を照らす。 

　――百合園（ゆりぞの）さん。相変わらず奇麗だなぁ。女優の橘美梨（たちばなみり）に似てるわね。 

　――成績もいいよ。そのうえ、水泳部の一年生エースでしょ。すごいよね。 

　――薫さんってすごいお嬢様なんだって。リリィネットの社長令嬢なんだそうだよ。 

　――彼氏、いるのかな？ 

　――いないんじゃないかな。申し込みはすごく多いけど、全部断ってるって聞いたことがあるぜ。 

　――くー、いいねぇ。あんな女の子と付き合いたいねぇ。 

　自然と耳に入ってくる誉め言葉をもっとよく聞きたくて、私はスイミングキャップを外した。 

　キャップのなかにまとめてあった髪が落ち、部活のときだけポニーテールに結わえている長い髪が肩先に流れる。 

　髪から落ちた水滴が真夏の陽光に輝いて、真珠の粒が伝い落ちてくるように光る。 

　「百合園さん。タイム、一回ごとによくなってますね。すばらしいわ」 

　ストップウィッチを片手に持った水泳部のコーチが、興奮気味に話す。 

　――当然でしょ。私を誰だと思っているの。私は百合園薫（ゆりぞのかおる）なのよ。 

　なんてことはもちろん言わない。 

　私は小首をかしげてにっこり笑った。 

　「ありがとうございます。コーチの指導のおかげです。私、いいコーチに恵まれてほんとうに幸せです」 

　私は殊勝（しゅしょう）な口調を装って言った。 

　――ああっ。私って完璧よっ。 

　「百合園さんはあいかわらず謙虚なのね。この調子でがんばりましょうね」 

　コーチは満足そうに笑いながらうなずいた。 

　こういうとき、人間って簡単だなと思ってしまう。 

　才能は少しだけあればいい。あとは努力でがんばれる。私は水泳の才能はあった。ほんとうに少しだけ。それは、たんなる事実にすぎず、謙遜などでは決してない。 

　だが、そうやって控えめなフリをしていたら、みんなが勝手に学園のアイドルとしてまつりあげてくれる。 

　「はい。がんばります」 

　私は水を浴びるといっそうくるくるになる髪を、うるさそうにぶるんと振った。競泳用水着の胸元を押し上げるＤカップの乳房がゆさりと揺れ、濡（ぬ）れて輝きを増した髪が輝く。 

　ギャラリーのあいだからおおっというようなため息があがり、賞賛の気配がさざなみのようにおしよせる。私はそれをうっとりと聞きながら、恥じらっているように小首をかしげ、指先で髪をくるくるして引き延ばした。 

　――見られるって気持ちがいいわ……。 

　肌がぴりぴりとして電気が走り、四肢の先端や脳髄までも痺れてしまう。 

　私は陶酔のため息を吐いた。 

　くるくるの髪、形良く盛り上がった乳房、砂時計のようにきゅっと締まったウエスト、ハート型にせり出した腰、長い手足。 

　私が着ている競泳用水着のデザインは、胸をすっぽりと隠す大人しいデザインだが、それが逆にプロポーションの良さを引き立てているはずだ。才色兼備というのは、私のためにある形容詞だ。 

　だけど、私には、ひとつだけ欠点があった。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　――やだもうっ。パット、どうして今日は具合が悪いの……。 

　私は用具倉庫の物陰で、胸元に手を入れてごそごそしていた。 

　ほんとうは更衣室でやりたい作業だが、ここはプールの裏手で、しかも倉庫に隠されて死角になっているところだ。そろそろ下校時間だし、終業式だから、生徒のほとんどは学校に残っていない。 

　更衣室まで往復すると、私の番が来てしまう。ギャラリーが減ってきた頃で、見た目を気にせず思い切り泳げる好機だから、順番をムダにしたくない。 

　――うまくいかないじゃないの!!　脱いでやろうかしらぁっ!! 

　このパットは特製で、見た目が自然でめったにずれないのだが、いったんズレてしまうと、修復は難しい。シリコン樹脂でできた肌色のパットで、水分をつけて乳房に貼り付けるとふくよかな胸ができあがる。 

　コーチの鳴らす笛の音が小気味よく響き、水泳部の生徒がプールに飛び込む音、水を切って泳ぐ音、応援している声がにぎやかに響いている。セミの声がうるさいほどだ。 

　私はそっと振り返り、プールを見た。 

　――背泳ぎになってるじゃないの。 

　きらきらと輝く水面と、部員達の腕が水をかいてまっすぐに伸び、またすぐ水面に沈む様子が見える。 

　クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライと来て、その次がまたクロールで私の番だ。 

　――急がなきゃ。時間がないわ。 

　私は、水着の肩紐（ストラップ）をずらして、胸を出した。パッドが覆う乳房は、人工的な肌色を見せながら、ふっくらと盛り上がっている。 

　私は、首から掛けたタオルで乳房を隠しながら、パットをぺりぺりと剥（は）がした。パットの下から、ほんらいの胸乳（むなぢ）が現れる。 

　それは、美貌も運動神経もプロポーションも学力も、なにもかも完璧な私の唯一の欠点だった。 

　――いじわるにもほどがあるわよっ!!　神様っ！ 

　胸を見るたびに気持ちがふさがり、いらだちのあまり叫んでしまいたくなる。 

　私は貧乳だ。 

　ナインペタン、ナイチチ、微乳、貧乳、乳房の不自由なひと、洗濯板。形容詞は何でもいい。 

　こんなにも美しく成長した私なのに、どうしてだか乳房だけは成長しなかった。 

　この完璧な私に欠点があるなど、許せるものではない。 

　いったん剥がしたパットを、水着に残っている水分を使って乳房に当て、フチを押さえるようにしながら胸の上に貼り付けていく。 

　――早くしなきゃ……。もしも誰かに見られたら、私二度と学校に行けなくなっちゃう。 

　風がびゅうと吹き抜け、どきどきしている私のほてりを冷ましていく。 

　――よしっ、うまくできたわ!! 

　肩紐を肩にあげ、水着の胸もとを直し、ほっとして顔をあげたときのことだった。 

　ハンカチの端を指先でつまんで立ち上がりかけた男子生徒と目が合った。 

　同じクラスの榎本くんだ。 

　「きゃっ！」 

　――見られた？ 

　私は、棒立ちになったままで固まった。二人の間の空間までも、ぴきっと架空の音を立てて凍り付く。うるさく鳴いていたセミの声や、プールのほうから響いてくる歓声までも消え失せた。 

　榎本成太（えもとなりた）。 

　「百合園さん。どうしたんですか？」 

　――見られた。最悪よ。最悪だわ。どうしよう。どうしたらいいの。 

　頭の中で同じ言葉がぐるぐるして、思考停止状態に陥ってしまった。 

　足下の地面がぐずぐずになり、スポンジに変わったみたいな錯覚に襲われる。 

　「気分でも悪いんですか？」 

　私はハッとして口を開いた。 

　「え、榎本くんこそっ。どうしたのよっ！」 

　「僕はその、ハンカチが飛んでしまったから」 

　「ハンカチ？　誰のよっ!?　それ女物でしょっ!?」 

　彼が持っているハンカチは、フチに控えめなレースがついた大判のハンカチだ。真っ白なコットンが風になびくさまはフリフリのスカートを連想させた。 

　「そ、その、友達のです。すみません」 

　「覗きに来たんじゃないでしょうねっ!?」 

　「ち、違いますよっ！」 

　「で、でも、見たでしょ？」 

　「み、見てませんよっ。胸なんてそんなっ!!」 

　――やっぱりだわ。榎本くん、私の胸、見たんだわ！ 

　「きゃあああぁあああっ!!」 

　私は胸を押さえて絶叫をあげた。悲鳴に刺激されたのか、セミが一斉に鳴きだして、蜂の巣をつついたような騒ぎになった。 

　「きゃあぁあっ、きゃあきゃあっ!!」 

　「わっ、な、何だっ？　いきなり。どうしたんですかっ!?　落ち着いてくださいっ！　百合園さんっ」 

　私の悲鳴を聞きつけた水泳部のめんめんが、わらわらと走り寄ってきた。 

　「ど、どうしたの？」 

　「何よ。何ごと？」 

　「百合園さん!?　いったいどうしたのっ」 

　先輩と仲間たちの心配そうな顔を見て、私はハッと我に返った。 

　――バレたら最後だわ。ごまかさないと。 

　「な、なんでもないんです。気分が悪くなって休んでいたら、ゴキブリが出たんです」 

　みなは私と榎本くんを見比べて、不思議そうに顔をひねっている。 

　「ゴキブリって飛ぶんですね。びっくりしました」 

　「ああ、ゴキブリですかぁ～。そうかぁ～」 

　榎本くんはへらへらと笑ってからおじぎをすると、出口のほうへと向かった。由月さんがプールフェンスの向こうに立っている。心配そうな表情を浮かべているのが見てとれた。榎本くんと由月さんは家が隣同士だそうで、よく一緒に歩いている。 

　――榎本成太！　許せないっ、ぜったい許してやらないんだからぁ!! 

　私はギリギリと歯ぎしりをしながら、榎本くんの背中を睨み付けた。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　門扉の横の認証システムに暗証番号を入力すると、要塞のような門がするすると開いた。門のなかに黒塗りの車が止まっている。 

　「あら、お父様、帰っていらっしゃるのね」 

　飛び石伝いに家へと向かうと、黒スーツを着た父の秘書が、いそいそとドアを開けてくれた。まるで待っていたようなタイミングだ。秘書は満面の笑みを浮かべている。 

　「ただいま」 

　「お帰りなさいませ。お嬢様」 

　「薫。ただいま。すぐに発つよ。書類を取りに来ただけなんだ」 

　懐かしい父が、部屋の奥から出てきて声を掛けた。父が片手に持っているパスポートの赤が、私の目を射た。 

　「お帰りなさい、お父様。また出張なの？　お身体が心配よ」 

　私は父に抱きついた。 

　格好良くて、包容力があり、自慢の父だ。ＩＴ革命の寵児（ちょうじ）として、マスコミに取り上げられることも多い。 

　「プールの匂いがするな。今日は終業式だったんだろ。部活もしたのか。クロールの選手なんだよな」 

　「そうよ。私のタイム、すごくいいのよ」 

　「そうか。身体に気をつけろよ。父さんは今からまた空港だ」 

　「こんどはどこ？」 

　「インドだよ」 

　「遠いのね」 

　「ネットワーク技術者の宝庫なんだよ。コンピュータ大国だからな。二週間ぐらいで帰ってくる」 

　「そうなの。気をつけてね」 

　「社長。飛行機のお時間が……」 

　「ああ、わかった」 

　「お嬢様、行って参（まい）ります」 

　秘書の運転で空港へと向かう父親を送り出し家に戻る。森閑とした家が私を出迎えた。 

　広いのが取り柄の和風建築で、玄関から自分の部屋までの道のりが遠い。ようやくのことで部屋に入ると、ほうっとため息が出た。 

　カーテンを引き、窓を閉めた私の部屋は、外気を吸収して温室みたいに暑い。それでも、部屋に帰ってくるとほっとする。私はまず始めにエアコンのスイッチを入れた。 

　「ただいま」 

　ここは私のプライベートスペース。私がお嬢様でもなく学園のアイドルでもなく、素の自分に戻れる場所だ。 

　家政婦さんに自分でするから掃除をしないでと言っているせいもあり、私の部屋は壮絶に散らかっている。片づけなくては思うものの、面倒くさくてほったらかしだ。 

　というより、この散らかり具合が居心地よくて、もうずっとこのままでいたいと思ってしまい、掃除をするふんぎりがつかないのだ。 

　私は学生カバンを乱雑に放り投げる。 

　ネクタイを引き抜くと襟のボタンを二つ外し、人差し指を入れて制服の中に空気を入れた。 

　胸に手を入れ、暑くるしいパットもペリペリと剥がし、ぽいぽいと投げ捨てる。 

　汗は嫌いだ。せっかく乾かした髪がぺたんこになるし、くせっ毛のくるくるも激しくなる。私の美貌をよりいっそう引きたてるふわゆる髪は、毎朝毎朝、ドライヤーで一生懸命くるくるを伸ばしてつくる手間と努力の結晶だ。 

　麦茶を飲むためキッチンに戻る途中、リビングのテレビのスイッチを入れる。 

　橘美梨が映っていた。 

　「若づくりもここまでいくと立派よね」 

　私はひとりごちた。 

　液晶画面の中では、紺色のスーツを着て、メガネをつけ、髪をお団子（シニヨン）にまとめた美梨が、若い男性の刑事にくってかかっている。 

　女子大生探偵の事件簿というタイトルのドラマらしい。刑事役の俳優は、前年度の仮面ライダーを演じて若い女性の人気を集めた若手俳優だ。 

　橘美梨。二十六歳。独身。それがプロダクションが公称している女優橘美梨のパーソナルデーターだ。 

　彼女のほんとうの年齢は三十六歳、二十歳のときに生んだ娘がひとり。離婚歴あり。娘は現在十六歳。 

　さらに加えると美梨は若い俳優と恋愛中。今、テレビ画面に映っている刑事役の俳優がそうだ。 

　その美梨が、女子大生の役をする。実年齢との乖離（かいり）は何歳なのかと数えると、おかしいを通り越して恐ろしい。 

　「いくらなんでも女子大生の役をするには苦しいんじゃない？　お母さん」 

　私はテレビのスイッチを切った。 

　キッチンに行き、冷蔵庫を開けたが、麦茶のボトルはなかった。 

　いつもは家政婦さんが冷えたお茶を用意してくれているのだが、忘れたか何かだろう。 

　「無し、か……」 

　私は「無い」という言葉が嫌いだ。 

　――天才は一パーセントの才能と、九十九パーセントの汗だ。 

　昔の人の言葉だそうけど、ひどい箴言（しんげん）もあったものだと思う。 

　才能が無ければ、いくら努力しても徒労に終わる。 

　――薫は才能が無いわ。こればかりは、努力でどうこうできるものじゃなくてよ。 

　母が言った言葉が耳のなかに蘇る。あれはもう一年も前のことだというのに。 

　私は水道の栓をひねり、コップに水を汲んだ。 

　窓から差し込む陽光が、水をキラキラと輝かせる。 

　うるさいほどのセミの声、ぎらぎらの太陽、青い空。じっとりと暑い空気。そして、女物のハンカチを片手に持って、ぼけっと突っ立っているあいつのバカそうな姿。ハンカチが風になびき、女装しているようにも見えた。それらすべてがワンセットで蘇る。 

　思い出すだけでもムカムカする。 

　――榎本成太、許さない。 

　――あいつを口止めしなきゃ。 

　――でも、どうやればあいつを黙らせることができるの？ 

　――そうだわ！　下僕にすればいいんだわ。 

　私はぽんと（心の中で）膝を打った。 

　榎本成太を下僕にする。それはワクワクする思いつきだった。 

　私は才色兼備でスポーツ万能。水泳部の一年生エース。そして生粋のお嬢様。それでいて気取ったところがなく、性格も良いと評判の学園のアイドルだ。 

　演技が過剰すぎたのか、私をウザがっている先輩もいるものの、私は誰が何といおうと完璧だ。下僕のひとりやふたりいてもおかしくはない。 

　私は水を飲み干した。 

　まずは部屋の掃除だ。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　――姪っ子なんです。撮影現場を見学したいって言い出したので。 

　――うわぁ。かわいい子だなぁ。地味な格好してるけど、さすが親戚だけあって、橘さんに顔だちが似てるな。でも、この子のほうが橘さんより気が強そうだ。どうだい君、オーディションを受けてみないかい？　学園のアイドル的なお嬢様の役なんだ。 

　――いやですわ。この子の母親に怒られます。それに薫はお芝居の才能はありません。こればかりは努力でどうこうできることじゃありません。 

　――橘美梨がそう言うぐらいだからそうなのかな。じゃあ、やめておくよ。この子、もうすぐ高校生なんだよね。せめて胸があればグラビアアイドルで売り出せるけど、こんなにやせっぽちじゃね。服装を替えると雰囲気は変えられるけど、胸ばかりはね。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　――これは夢だわ。いつも見る夢……。 

　夢だとわかっているくせに、目覚めることができない。うとうとするのは気持ちがいいけど、眠りが浅いといやな夢を見てしまう。 

　ピンポンピンポンピンピンと、玄関ベルの音が狂ったように響き、私の意識を現実に引き戻す。 

　――いよいよ来たわね。 

　私はモゾモゾと起きあがり、ほっぺを両手で叩いて活を入れた。髪をなでつけ、ワンピースの裾を引っ張ってシワを直す。 

　――大丈夫よ。私は奇麗。私は最高。私は百合園薫なのよっ。 

　「どなた？」 

　インターフォンに向かって話す。モニターには、どこか不安そうな顔をした榎本くんの顔が映っている。 

　『榎本です。一年Ｂ組の』 

　「どうぞ、お入りになって」 

　ボタンを操作し、門扉を開く。 

　『う、うわっ、す、すごいっ!!』 

　榎本くんは、高い扉が自動的に開いたことに驚いている様子だ。 

　玄関のドアを開けて待っていたら、榎本くんがきょろきょろしながら、飛び石伝いに歩いてきた。 

　彼は玄関に腕組みをして立っている私を見ると、ぺこっとおじぎをした。 

　私はやさしそうに見えるよう、笑顔の形に口角をあげた。 

　「遠慮をしないで」 

　私は榎本くんを招き入れる。彼は、片手に封筒を持っていた。 

　「す、すみませんっ。突然押し掛けて……。ちょっとなんか、妙ないたずらがあって、そ、それで」 

　「いたずらじゃないわ。私があなたにそれを送ったの」 

　「はっ？　これを、ですか？　この手紙、やっぱり百合園さんなんですか？」 

　榎本くんを下僕にすると決意したものの、学校はもう夏休みに入ってしまっている。 

　そこで私は生徒名簿を見て手紙を送った。「お話をしたいのでお逢いできませんか」という内容の、パソコンで打ち出した手紙だ。プリントアウトしたデジタル写真を一枚だけ同封しておいた。 

　「そうなのよ。榎本くんに見て欲しいものがあるの。入ってくださる？」 

　先導して歩き出す。榎本くんが緊張しながらついてくる。 

　「すごいお屋敷ですねぇ……。百合園さんがお嬢様っていうの、本当だったんだ……」 

　「あら、そうでもないのよ。掃除が大変だって、家政婦さんが文句を言うわ」 

　「あのう。その、おうちの方は？」 

　「旅行中なの」 

　「どちらへ？」 

　「インドに二週間」 

　インド、家政婦、二週間、と榎本くんは小さな声でつぶやいた。 

　「ここが私の部屋よ」 

　「わあ、奇麗に片づけているんですね。僕の部屋なんかすごい散らかってますよ。あ、でも、家政婦さんが掃除してるのか」 

　「ううん。私の部屋は私がしてるわ」 

　彼が来ることがわかっていたから、あわてて掃除をしたのだが、そんなことはもちろん言わない。 

　「すごいんだなぁ。評判通りだ」 

　背中に感じる羨望の視線が気持ち良く、陶酔に浸ってしまいそうな私を、必死になって引き戻す。 

　立ったままで、机の上のノートパソコンを操作しながら聞く。 

　「あら、評判って何なの？」 

　「百合園さんって、学園のアイドルだとかマドンナだって、みんな言ってますよ」 

　――案外素直じゃないの。下僕向きの性格ね。 

　「実はね。君に見て欲しいのはこれなのよ。ネットサーフィンをしていてみつけたの」 

　私は彼に場所を譲り、ノートパソコンの液晶画面を見せた。黒いワンピースに白いエプロンをつけた女の子の画像が表示されている。 

　その画像を見た榎本くんは、世にも情けなさそうな顔をした。 

　「こ、これ、僕ですね」 

　「そうよ。案外似合うわね。かわいいじゃないの」 

　画像処理ソフトを使ったコラージュだ。女の子の顔のところに、彼の写真をはめ込んでつくった。手紙にもプリントアウトを一枚だけ同封しておいた。 

　彼を下僕にするためには何か弱みを握らなくてはいけない。榎本くんの友達の由月妙香を使うのが簡単だが、同性をエサにするようなことはしたくない。 

　そんなとき、女物のハンカチを指先で持っていた彼の姿を思い出し、合成してみた。 

　高校になってはじまったパソコンの授業で「ネット成金の娘のくせに、パソコンの操作はヘタなのね」と陰口を叩かれたのが悔しくて、パソコンスクールに通って操作を覚えた。おかげでパソコンは堪能だ。 

　「私、榎本くんに女装趣味があるなんて知らなかったわ」 

　「ち、違いますっ。僕っ、そんなことはぜんぜんっ」 

　「じゃあ、これは、合成ね」 

　「はっ？　合成？　ですか？」 

　「ええ、そうよ。顔の脇のところ、なんか不自然でしょ？」 

　私はマウスを操作し、画像のつなぎ目のところを指し示した。肌色が少し変わっている。これはわざとこうしたのだ。 

　「あ、そ、そうですね。で、でも、合成って、そんなに簡単にできるものなんですか？」 

　「ええ、簡単よ。ちょっとやってみましょうか。これをこうやって、こんなふうにすると、ほら」 

　「う、うわ。僕がプロレスラーになった！」 

　「くすっ。榎本くんのプロレスラーって、ほんとうに似合わないわねぇ。ゴスロリに替えてみましょうね。あら似合うわ。榎本くんて女顔なのね。王子様はどうかしら」 

　「えっ？　ちょっと待ってくださいよ。もしかしてこれをつくったの、百合園さんじゃないんですか？」 

　一瞬ぎくっとしたものの、私は内心の動揺を押し殺して平然とした様子をつくろった。 

　「あら、どうして？　なんで私がそんなことをしなきゃいけないのよ？」 

　「そ、そうですね。確かに……じゃあ、誰が、何のためにこんなこと……僕なんかの女装写真、誰の興味も引かないはずなのに」 

　私は榎本くんの顔をまじまじと見た。 

　――こいつ、見かけとは違ってバカじゃなさそうね。 

　「ホモ男に目をつけられているのかもしれなくてよ。榎本くん。今晩あたり、夜道で襲われて、押し倒されるかもね」 

　「う、うわ……、い、いやだっ、いやだぁっ」 

　「大丈夫よ。父に頼んでＩＰアドレスを割り出して、削除依頼を出してもらったから。これ、リリィネットだったのよ。ウチの会社のよ。そしてこれがそのホームページの保存画像（キャッシュ）なの」 

　犬の姿に人間の顔、蛇の身体に猫の頭部、仁王立ちしているアライグマに猿の頭部。わざとヘタクソにつくったコラージュ画像は、まるで悪夢のようだった。 

　「こういう画像を作って公開するのが好きな人が、世の中にいるのよ」 

　「あ、そ、そうか。僕の写真は猫や犬やアライグマと同じレベルなんですね。よかった……」 

　「よくないわよ。私、これを見て不安になってしまったの。私の写真も、妙なコラージュが出回るかもしれないわ」 

　「あ、そ、そうか……」 

　「そこで私は考えたの。公式ホームページをつくるべきだって。私の写真を公開すれば、妙な写真が公開されても公式がほんとうでこっちは合成だって思ってくれるじゃない？」 

　「妙な写真ですか？」 

　「そう、たとえば、私の胸をぺたんこに加工した水着写真とかね」 

　思い切って切り込んだにもかかわらず、榎本くんの表情は変わらない。とぼけているのか、それともほんとうに見てないのか、のほほんとした顔つきだ。 

　「それで話したいことって何ですか？」 

　「ホームページ用に、私の写真を撮って欲しいの。君を私の専属カメラマンに任命するわ」 

　「はあ？　なんで僕なんですか？」 

　「だって、私の写真は私には撮れないもの」 

　「そりゃそうですね。でも、僕、カメラなんて使えないですよ。写真部……はムリでしょうけど、同好会の連中に頼めばいいんじゃないですか？」 

　「いやよ。同好会って、写真部を追い出された人間の寄せ集めでしょ。エッチな写真になっちゃうわ」 

　諸星高校の写真部は名門で、コンテストでも上位入賞の常連だ。そのため規律の厳しさでも名を馳（は）せていて、ドロップアウトした連中が同好会をつくっている。 

　なかには、エッチな写真を『芸術』と称して学内で売りさばく最低な人間もいて、女子たちに嫌われている。 

　「榎本くんは存在感皆無だから、撮られることを意識せずにいられると思うのよ。デジカメの使い方は簡単だから安心して。写真を取ってくれたら、私がホームページにアップするから」 

　「何枚ぐらい？」 

　「そうね。一千枚ぐらいかしら。プロはそれぐらいは撮るそうよ。使うのはほんの一部だって聞いてるわ」 

　「それだと夏休みがつぶれてしまいますよね」 

　榎本くんは、困ったな、というような顔をした。 

　「お礼はするわよ。バイトだと思ってやってくれない？　あっ。そうそう。この機会に水泳部のページも作ろうと思うから、部活のときはみんなの写真もお願いね。私のほうから言っておくから」 

　私の写真だけだとよけいなことを勘ぐられる。みんなの写真を撮ったほうがいい。私はコーチに気に入られているから、承諾を得ることは簡単なはずだ。 

　「えっ？　女子水泳部がプールを使ってるときって撮影禁止でしたよね。みなさんがいやがるんじゃないですか？」 

　「それは大丈夫よ。私のほうで何とかするから」 

　「そのう。せっかくのお申し出ですが、やっぱり遠慮したいです。夏休みだし、由月と出かけると思うので」 

　――何よ。私より、由月さんのほうがいいわけ!? 

　ムカムカが私の胸の中をいっぱいにする。 

　「そうなの？　じゃあ。これを学校の掲示板に張ろうかな？」 

　私は机の引き出しからクリアフォルダを取りだすと、Ａ４サイズにプリントした写真を取り出して、扇のように開いた。 

　「う、うわ、それは……」 

　「かわいい女の子に見えるわね。榎本くんの女装写真だなんて、誰も思わないわよ。でも、ばれたら大変かもね。ホモ男に追いかけられるかも。大事なお友達の由月さんも幻滅しちゃうよね」 

　「な、なんでそんな……なんでそこまで……」 

　榎本くんは目を白黒させている。 

　――もう一押しだわっ！ 

　私はここぞとばかりにジョーカーを切った。 

　「終業式の日のこと、表沙汰にされたくないでしょ？　君が倉庫の影で、私に何をしたのかを」 

　「な、ななな、何もしてませんよっ。僕はハンカチを拾ってただけです。百合園さんだって知ってるくせに？」 

　「そんなことどうだっていいわ。人気のない倉庫の影で二人きり。水着の私が悲鳴をあげてる。それがどういうことかわかるかしら」 

　「そ、そんな、そんな……」 

　「私のお願い、聞いてくれるわよね？　私の下僕になって欲しいのよ」 

　「は、はい……わ、わかりました」 

　榎本くんは、おどおどと言った。 

　私は笑い出した。口に手を当てて、身体を仰け反らせて高笑いをする。 

　榎本くんは、後ずさりながら、私を怖そうに見つめていた。 

 

　☆　☆　☆ 

 

　フラッシュが光り、シャッター音が絶え間なく響く。真夏の陽光を跳ね返すようなそれは、私を芯からゾクゾクさせる。 

　――ああ、やっぱり、撮られるのって気持ちがいいわね。 

　私はフェンスに向かって右斜め四十五度の角度で立ちながら、濡れた髪を片手で掻き上げた。格好付けていると思わせずにポーズを取るテクニックは、日々の努力のたまものだ。 

　――あの人、いっつもこんなにいい思いをしてるのね。 

　女優になりたいとは思わないが、才能がないと言われるのは悔しい。女優のセンスなどかけらもないと美梨に言われたうえに、見知らぬディレクターにナインペタンだとグラビアアイドルにもなれないと言い捨てられた。 

　私はその日、パットを特注し次に入学する高校では学園のアイドルを演じてやると心に誓った。 

　ファション雑誌を熟読し、みつあみをほどいて髪型を変え、服や持ち物を買い換えた。そして私は高校デビューをし、学園の女王になった。 

　カメラのフラッシュが、私の美しい肢体を写し取っていく。 

　榎本くんに写真をまかせるのはいい考えだった。彼は存在感皆無の空気みたいな人だから、みんな少しも緊張しないのだ。ごく自然な笑顔の写真が集まって、いい感じのホームページができつつある。 

　「百合園さん。こう、もうちょっと普通にしてもらえませんか？」 

　榎本くんは、いっぱしのカメラマン気取りでファインダーを覗き込んでいる。 

　はじめは肩しか映ってなかったり、顔が半分切れていたりもしたのだが、デジカメは失敗した分は消せるとわかってからは大胆になり、今ではカメラを構えるポーズもさまになっている。 

　「どうしてよ？　私は普通にしてるわよ。悪いのは君の腕のほうじゃないの」 

　「そのう、目が笑ってないってないっていうか……えっと、何て言えばいいのか」 

　私はニコニコと笑って見せた。 

　「じゃあこれでどう？」 

　「あれっ」 

　榎本くんは私から視線を外すと、ひゅるひゅるとカメラを下げた。 

　「何よ。ぼさっとしてないで早く撮りなさい」 

　私は文句を言いながらも、榎本くんの視線を追う。 

　フェンスの向こうに、三人の男子生徒が立っていた。男子生徒が着ている白いシャツの胸もとで、何かがチカッときらめいた。 

　「あいつ」 

　「知ってるの？」 

　「知ってるもなにも、今日、あいつらから、写真が好きなら俺たちと一緒に同好会をしようとか、カメラマンの役を変わってやるとか話しかけられて、いい写真を見せてやるとか言われたんですよ」 

　「えっ。じゃあ、あいつら、同好会の連中じゃない？　ちょっとそれってマズイわよ」 

　「はい。もちろん、無視しましたけど」 

　そのとき、先輩のひとりが腕を振りまわして高い声を上げた。 

　「こらあぁあっ！　そこの同好会ーっ！　水着写真は禁止って言ったでしょっ！」 

　「またあいつらだっ。あいつらエッチなアングルで写真を撮って、学校で売りさばいているのよっ」 

　水泳部のみんなが騒然となる。 

　さっき、男子生徒の胸もとで何かが光ったような気がしたが、あれはカメラのレンズだったのだろう。 

　カメラ小僧は、逃げることもせず、何も持っていませんよとばかりに両手をあげた。だが、斜め掛けにしたカバンが望遠レンズの形にふくらんでいて、カメラをカバンに隠したのがはっきりわかる。 

　「私が行きますっ！」 

　私はフェンスに片手をついて身体を踊らせると、フェンスの向こうへと飛び降りた。 

　「やめなさいっ。百合園さんっ。危ないわよっ」 

　先輩たちが悲鳴を上げているが、写真を盗み撮りされるのは我慢ならない。前みたいなことがあったときに写真を撮られでもしたら、ひどい結果になってしまう。 

　カメラ小僧たちは、フェンスを飛び降りた私を見て、どうしようかというように顔を見合わせた。 

　「そのカメラ、渡してください。メモリーを消去します」 

　私は毅然とした口調で言い、彼らに向かって手を伸ばした。 

 


〈続く〉






あとがき

　はじめまして。あるいはこんにちは。わかつきひかるです。 

　百合園薫は才色兼備完全無欠なお嬢様ですが、実は彼女には秘密がありました。胸が上げ底だったのです。 

　その秘密を同級生の少年に知られてしまったのですが、プライドの高い彼女は彼を下僕にすることを思いつきます。ですが、次第に彼に惹かれていき……。 

　これは、ジグザグノベルズというライトノベルシリーズのアンソロジーに掲載された短編小説です。 

　ジグザグノベルズを出していた版元は倒産し、この本は今ではもう古本屋でも手に入りません。 

　電子化にあたっては改稿し、タイトルも変えました。 

　誰の目にも触れなくなってしまった小説が、電子書籍として蘇り、読んで頂く機会を得るのは、作家にとってこの上ない喜びです。 

　それではまたいつか、どこかでお逢いしましょう。 
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